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P33a 架橋した双子の原始惑星系円盤の直接撮像及びその 2Dシミュレーション
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宇宙にあるほとんどの恒星は、二つ以上の連星として生まれる。単独星の周りに存在する原始惑星系円盤は１
つであるのに対して、連星系には３種類の原始惑星系円盤がある。主星・伴星の赤道面に付随する主星原始惑星
系円盤と伴星原始惑星系円盤、そして連星を覆うように存在する周連星円盤である。連星では隣の星が近くにあ
るため、原始惑星系円盤の進化や惑星の形成にもその影響が現れる。これまで単独星進化の研究は観測が進展し
てきているが、連星の観測はまだあまり進んでこなかった。
そこで本研究では、すばる望遠鏡にコロナグラフカメラCIAO及び補償光学装置を搭載させ、へびつかい座 SR24

星（距離約 160pc）と呼ばれる年齢約 400万年の連星を観測した。観測の結果、まず連星の双方を取り囲む双子の
原始惑星系円盤、それらを繋ぐブリッジ構造、さらに円盤から伸びる渦状腕を検出した。
観測後、連星質量降着コンピュータシミュレーションを行い、理論的検証を行ったところ、コンピュータ上で再

現された構造は、観測された構造と非常に酷似していた。このことから、の渦状腕を通して、惑星の材料となる
物質が外部から供給されていること、またブリッジ構造を通して、惑星系から隣の惑星系へ物質が流れているこ
とが分かった。つまり、若い連星では、外部から惑星を作る物質の供給を受けるだけでなく、隣の惑星系と物質を
互いにやりとりしながら成長していくことを直接観測から実証した。


